
２級実地問題

平 成 17年 度

２級造園施工管理技術検定・実地試験

試 験 問 題

次の注意をよく読んでから始めてください。

〔注 意〕

1．これは実地試験の試験問題用紙です。表紙とも４枚，３問題あります。

2．問題はすべて必須ですから，３問題全部を解答してください。

3．解答は，解答用紙の所定の解答欄に記述してください。

4．解答を訂正する場合は，消ゴムできれいに消してから訂正してください。

5．問題用紙の余白は，下書きに使用してもさしつかえありません。

6．解答用紙は必ず係員に渡した後に退席してください。持ち帰りは厳禁です。

7．この試験問題は，試験終了時刻（15時30分）まで在席した方のうち，希望者に限り，持ち帰

りを認めます。

途中退席した場合は，持ち帰ることはできません。

この試験問題用紙は再生紙を使用しています。



※ 問題１，問題２，問題３は必須問題ですから，必ず解答してください。

問題１ あなたが経験した造園工事のうちから１つの工事を選び，以下の⑴～⑸について答えな

さい。（造園工事以外の記述は採点の対象となりません。）

解答は，解答用紙の所定の解答欄に記述しなさい。

⑴ 工 事 名 (例：○○公園整備工事など)

⑵ 工 事 の 内 容

以下の①～⑤について明確に記述しなさい。

① 施工場所 (例：○○県△△市××町地内)

② 発 注 者 (注文者でもよい)

③ 工 期 (例：平成×年×月～×年×月まで ××日間)

④ 工事金額 (１万円未満は切り捨てて記入してもよい)

⑤ 工事概要

ア 工事現場の状況，周辺状況を具体的に記述しなさい。

イ 工種，数量について具体的に記述しなさい。

⑶ 工事現場における施工管理上のあなたの立場

⑷ 上記工事の施工にあたり，以下の①，②について答えなさい。

① 施工管理項目のうち，「工程管理」，又は「品質管理」のどちらか１つを選んで記入しなさ

い。

② ①で選んだ施工管理項目上の課題を具体的に記述しなさい。

⑸ ⑷の課題に対し，あなたが現場で実施した処置又は対策を具体的に記述しなさい。
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※ 問題１，問題２，問題３は必須問題ですから，必ず解答してください。

問題２ 未供用の街区公園において，以下の植栽工事を行うこととなった。

この工事に関する以下の設問⑴～⑶について答えなさい。

解答は，解答用紙の所定の解答欄に記述しなさい。

〔工事数量表〕

規 格
工 種 種 別 細 別 単位 数量 備 考

Ｈ(m)Ｃ(m)Ｗ(m)

高木植栽工 クスノキ 3.0 0.15 0.8 本 8 支柱取付け

植栽工 中低木植栽工 サツキツツジ 0.3 － 0.4 株 100

地被類植栽工 コウライシバ 目地張り(目土有り) m 500

移植工 高木移植工 ケヤキ 4.0 0.3 2.5 本 3 支柱取付け

〔工事に係る条件〕

・本工事は街区公園の整備に伴い，樹木の植栽・移植及び芝生の植付けを行うものである。

・移植する樹木は３km離れた工場跡地より運搬する。

・本公園の位置は関東地方である。

⑴ 高木植栽工について以下のイ，ロについて答えなさい。

イ クスノキの規格欄のＨ，Ｃ，Ｗはそれぞれ何を示しているか「公共用緑化樹木等品質寸法規

格基準（案）」の定めに基づいて記述しなさい。

ロ 植付け後に水鉢を作ることとするが，その施工方法を具体的に記述しなさい。

⑵ 地被類植栽工のコウライシバの植付け方法は目地張りを採用することとした。

以下の⒜～⒟の図（平面図）のうち，「目地張り」はどれか，記号で答えなさい。
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⑶ 高木移植工について以下のイ，ロについて答えなさい。

イ ケヤキを移植元の工場跡地において，掘取り，根巻きの作業を終えた後，クレーン付トラック

により植栽現場に運搬することとした。

運搬作業に当たって，樹木の品質管理上，行うべき作業を具体的に３つ記述しなさい。

ロ 下図の形式の支柱を設置することとした。

1）この支柱の名称を記述しなさい。

2）支柱を設置するために必要な材料（杉丸太を除く）を４つ記述しなさい。

3）支柱を取り付ける理由を１つ具体的に記述しなさい。

杉丸太
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※ 問題１，問題２，問題３は必須問題ですから，必ず解答してください。

問題３ 供用中の近隣公園において，以下の工事を行うこととなった。

この工事の安全管理に関する以下の設問⑴～⑶について答えなさい。

解答は，解答用紙の所定の解答欄に記述しなさい。

〔工事数量表〕

工 種 種 別 細 別 規 格 単位 数量 備 考

Ｈ(m)Ｃ(m)Ｗ(m)
植栽工 高木植栽工 ソメイヨシノ 本 5 支柱取付け

4.5 0.25 2.0

⑴ 公衆安全対策に関する次の記述の Ａ ～ Ｄ に当てはまる適切な語句を下記のイ～リの

中から選び，その記号を解答欄に記入しなさい。

「公衆とは， Ａ をいい，「公衆災害」とは，公衆に対する生命，身体及び財産に関する

Ｂ 並びに迷惑をいう。 Ｂ には Ａ が死亡又は負傷した場合， Ｃ ，ガス，水道，

電気等の供給施設や道路等の公共施設への損傷が含まれる。

公衆災害を防止するためには， Ｄ を遵守することはもとより，騒音規制法等の公害関係

法令を遵守しなければならないことはいうまでもないが，より広範かつ細心の配慮が必要とな

る。」

イ．工事関係者

ニ．工事関係者以外の第三者

ト．建設業法

ロ．自然災害

ホ．配慮

チ．自然公園法

ハ．危害

ヘ．労働安全衛生法

リ．家屋の破損

⑵ ソメイヨシノの植栽を行う場合，安全のために留意すべき事項について以下のイ，ロについて答

えなさい。

イ 樹木をトラックで作業現場に搬入する際に，公園利用者の安全確保のために行うべき措置を

具体的に３つ記述しなさい。

ロ 移動式クレーンで立込みを行う場合の誘導・合図に関する留意事項を１つ具体的に記述しなさ

い。

⑶ 事故が発生した場合に備えて，日頃より作業現場において準備しておく事項を具体的に３つ記

述しなさい。

4


